
〒503-0993  岐阜県大垣市荒川町46-4
tel  050-3110-0355    fax  050-3110-0345

日本語力と専門力を、合格力へ。
合格までを“仕組み”で支える 「介護福祉士合格支援プログラム」

有限会社  S.A.アソシエーション
厚生労働大臣許可番号：21-ユ-300401　 登録支援機関番号：23登-008983

外国人介護職員の国家試験合格は、個人の努力だけでは到達できません。

必要なのは、「続けられる仕組み」と「支える体制」。

本プログラムは、日本語理解・専門知識・学習継続支援を一体化し、

施設全体で合格を支える仕組みを提供します。

「外国人 × 福祉」に特化した専門性で、試験対策を個人任せにせず、

“合格”だけでなく“定着”まで見据えた支援へ。

3,980円/人月額サポート費20,000円/人初期費用

「3年間の日本語教育」＋「2年間の資格対策」の5年伴走プログラム

※2年の資格対策のみも対応可能です。詳しくはお問い合わせください。

CASE

DESIGN
やさしい日本語で意味から理解

●外国人本人
「キャリアアップしたい！」を応援

●介護福祉施設
「退職してしまう、人が集まらない」を解決

●登録支援機関
「教育部分はプロに任せたい」という
ニーズに対応

対応事例

プログラム設計

EFFECT

COST

導入効果

費用

日本語学習と試験対策を一体化 学習を“仕組み化”する
難しい専門用語をそのまま覚える
のではなく、やさしい日本語で意味を

理解し、現場と結びつける。

「日本語」と「国家試験」を
分けないため学習がそのまま

得点力につながる。

個人任せにせず、
進捗・理解度・履歴を
管理できる構造

外国人介護職員に特化し、マイクロラーニングで無理なく継続できる学習環境を提供。段階的にレベルアップするカリキュラムにより、
基礎から応用まで着実に習得できます。施設単位で導入・運用が可能なため、個人任せにせず組織全体で支援できる体制を構築。
さらに、試験対策にとどまらず、合格後も現場で活きる実践的な知識が身につきます。

合格率の向上
学習の順序と方法は明確に

専門性の向上
現場理解が深まる

離職防止
学びの支援が安心感につながる

教育体制の整備
属人化しない研修運用

CCW Inquiry Form
CCWお問い合わせフォーム



資格対策プログラム監修日本語教育プログラム監修

田村  禎章
たむら さだあき

東海学院大学  
健康福祉学部総合福祉学科  
講師

株式会社ホツマインターナショナル 取締役社長
日本語教師歴21年
登録日本語教員

専門学校で12年、短期大学・大学で８年にわたり介護福祉士養成教育に
従事。現在は東海学院大学  健康福祉学部総合福祉学科  講師として教
育・研究活動を行っている。これまで20年以上にわたり、現場スタッフのた
めの介護福祉士国家試験対策を監修・直接指導。累計1,000名以上の合
格者を輩出してきた実績を持つ。特に外国人留学生への在学支援・国家試

験対策指導の経験を活かし、外国人介護スタッフにも理解しやすい授業

設計と、やる気とモチベーションを高める伴走型指導に定評がある。今回、

その実践ノウハウを集約し、外国人介護スタッフ専門の介護福祉士・合格

講座を開講。

中京大学経済学部卒業後、佛教大学にて小学校教員課程を修了。現在はグ

ロービス経営大学院（エグゼクティブMBA）に在籍し、教育現場への経営的
知見の導入を実践。日本語教師として21年のキャリアを誇り、国内外の教育機
関において講師から校長職までを歴任してきた日本語教育のスペシャリスト。

日本語教育能力検定試験合格をはじめとする高度な専門知識に加え、初等教

育から経営層向け教育まで幅広く精通。その豊富な知見を活かし、本プログラ

ムでは「現場で真に通用する言語能力」と「着実に成果が出る学習設計」の監

修を担当。外国人スタッフの可能性を最大限に引き出し、組織の成長を支える

教育体制の構築に尽力している。

白木  寛和
しらき  ひろかず

STEP 1
基礎確認

各学習ステップ各学習ステップ

3年目3年目 4年目4年目 5年目5年目2年目2年目1年目1年目

基礎フェーズ
N3合格目標
基礎フェーズ
N3合格目標

中級フェーズ
N2合格目標
中級フェーズ
N2合格目標 実務・応用・キャリアアップフェーズ実務・応用・キャリアアップフェーズ

「3年間の日本語教育」＋「2年間の資格対策」の5年伴走プログラム

4・5年 標準学習コースの流れ（1～2年）

PROGRAM

COURSE

スペシャリストによるプログラム監修

入
国

介護福祉士の取得までマンツーマンで伴走

 3年間で「日本語の土台」をしっかり固める。 3年間で「日本語の土台」をしっかり固める。  合格支援プログラムの導入 合格支援プログラムの導入

「勉強の仕方」が整っていないことが最大の課題

日本語の土台があれば、合格への道は開ける─ 正しい順序と方法で学べる環境を整え、
外国人介護職員の「頑張り」を、確かな合格へと導く仕組み。

STEP 2
主要科目
学習

STEP 3
制度・倫理
事例対応

STEP 4
問題演習
弱点補強

STEP 5
直前対策
模擬試験

受 験

国家試験

このサイクルを
繰り返します教師として長年の経験を持つ日本語教育のスペシャリストと、

累計1,000人以上を合格させた大学講師の監修によるプログラム。
「仕事をしながらいつ勉強するのか？」という現実的な課題に対し
勉強時間もしっかり取れるような働きかけなど、やり切れる環境づくりも含めた、
学習継続支援を行っています。

確認問題で
理解する
確認問題で
理解する

動画で
学ぶ
動画で
学ぶ

復習で
定着させる
復習で
定着させる

スマホひとつで学習完結！「Google クラスルーム」を活用
実施
内容

課題の受領、動画視聴、テスト回答まで、すべて「Google クラスルーム」上で一括管理
週1回のライブ授業（毎週木曜日 19:00～）で講師や仲間と繋がりながら学習習慣を作ります。
データを元に、受講状況（出席率）やドリルの取り組み状況、テスト結果を定期レポートします。


